
 ◆ 「県第２期教育振興基本計画」 

 ◆ 「県学校指導の方針と重点」 

 ◆ 「県学力向上対策中期計画」 

 ◆ 「和歌山の授業づくり基礎・基本３か条」 

 ◆  「岩出市学校教育の指導方針と重点」 

平成３０年度 岩出小学校学校経営戦略プラン（スクールプラン）      

◆ めざす学校の姿 ◆ 

 「地域と共に歩む学校」 
  ○ 子供たちが自慢したくなる学校 

  ○ 家庭や地域から信頼される学校   

  ○ 活力ある地域コミュニティづくりに貢献する学校 

◆ 育てたい児童の姿 ◆   

  校訓  「強く、正しく、むつまじく」 
○ 夢と希望を持ち、自ら進んで学習に取り組む子供 

○ 自分も友達も大切にして、思いやりのある子供 

○ 心身ともにたくましく、ねばり強く挑戦する子供 

◆  「教育基本法」、「教育振興基本計画」 

◆ 「学習指導要領」 

 ◆ 在るべき教職員の姿 ◆ 
     「優しさと誠実さを備え、高い志をもって、子供と学び合う教職員」 

     ○ 子供一人一人の個性を引き出し可能性を伸ばす教職員 

     ○ 規律を重んじ、子供と真剣に対峙する教職員 

     ○ 自己研鑽に励み、指導力を高め合う教職員 

重
点
目
標 

② 「豊かな心」の育成（徳） 
 

○ いじめの未然防止、早期発見・解消 

○ 互いに認め合える仲間づくりの推進 

○ 決まり・ルールを遵守した学校生活の 

  推進 

③ 「健やかな体」の育成（体） 
○ 基本的生活習慣の定着 

○ 体力・運動能力の向上 

○ 「運動の楽しさ」が実感できる体育授業 

  の充実 

 

◆ 「岩出小学校教育計画」 

① 「確かな学力」の定着・向上（知） 
○ 基礎・基本の確実な定着 

○ ｢図書を活用した効果的な学習」の 

  定着に向けた指導方法の工夫・改善 

○ 読書活動の推進 

○ 家庭学習の定着 

○ 「漢字博士試験」・「九九確認テスト」・ 

  を徹底実施する。 

○ 和歌山大学教職大学院等の協力を得 

  ながら校内研修を実施する。 

○ 「ドキドキ読み聞かせ」等読書へ誘う取 

  組を充実する。   

○ 各家庭の協力を得ながら家庭学習の習 

 慣化・定着化を図る。 

○ 年３回（各学期に１回）、「いじめア 

  ンケート」を実施する。 

○ 学級会、朝の会、終わりの会等で、互 

  いの良いところを見つけ発表し合う。 

○ 児童会の自主活動や、縦割り活動な 

  ど、子供が主体的に活動・活躍できる 

  機会を増やす。 

◆ 学校教育目標 ◆ 

 人権尊重の精神を基盤に、知徳体の調

和の取れた児童の育成を図る。 

○ 「早寝・早起き・朝ご飯」を推奨し、基 

    本的生活習慣を確立させる。 

○ 「朝トレ」や「はつらつタイム」をはじめ、 

  季節に即した取組を計画的に実施す

る。 

○ 全国スポーツテストを徹底実施する。 

 

④ 「コミュニティ・スクール」の推進 
○ 教育活動の保護者・地域への情報発信の推進 

○ 学校支援ボランティア等、地域や保護者の協 

  力を得た学習活動の実施 

○ 学校・家庭・地域の協働活動の推進 

○ 校報や学級通信を毎月発行し、学校や学級 

 の取組を紹介するとともに、考えを伝えます。 

○ 地方紙等マスコミを活用し、保護者・地域に取 

  組を発信します。 

○ 保護者・地域と一体となって見守り活動を実 

  施します。 

○ 愛育会活動に主体的に関わります。 

○ 「岩小カフェ」の定例開催を支援します。 

具
体
的
取
組 

○ 全国学力調査・県到達度調査・市学力 

  調査で全国・県・市平均を上回る。 

○ 「国語・算数の授業はよく分かる」 

         （児童評価90%以上）  

○ 「子供は、授業が楽しく分かりやすいと 

  言っている」  （保護者評価90%以上） 

○「学校に行くのが楽しい」 

           （児童評価95%以上）  

  「子供は、学校へ行くことを楽しみにし 

  ている」   （保護者評価90%以上） 

○ いじめ解消100% 

○ 不登校を０に近づける（なくす） 

○「朝ご飯を食べた」（児童90%以上） 

  「決められた時刻までに就寝した」 

                            （児童70%以上） 

○ 「朝トレがんばり賞」獲得児童数 

        （年間のべ150人以上） 

○ 全国スポーツテストでA層10%以上､AB 

  層合計35%以上にする。 

○「学校の様子がよく伝わった」（保護者90%以上） 

  「子供の様子を積極的に伝えた」（教員90%以上） 

○地方紙等で学校の取組が紹介される。 

          （年5回以上） 

○学校支援ボランティア活用件数（年間10件以上） 

◆ 児童の実態 

 ○ 人懐っこくきちんとあいさつができる 

 ○ 自分に自信を持つことができにくい 

 ○ 生活習慣が定着しにくい 

◆保護者・地域の願い 
 ○ 自分を認められる子供になってほしい 

 ○ 誰とでも仲良く、素直で思いやりのある子供になってほしい 

 ○ ねばり強く最後まで取り組むことのできる子供になってほしい 

 ○ マナー・ルールの守れる子供になってほしい 

 ○ 自分から元気にあいさつできる子供になってほしい 

指 

標 

学校運営協議会 

（学校評議員会） 


